
給与所得者の住宅借入金等特別控除申告書の記載例

例④

単独所有（連帯債務なし）

新築住宅（省エネ基準適合住宅に該当）及び土地の購入に係る借入を調書方式に対応している

金融機関からそれぞれ実施
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（令和６年中居住者用・認定住宅等用）
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省エネ基準適合住宅・新築
13,000,000 15,000,000

控除証明書の「住宅借入金等の年末残高に

関する事項」欄から転記します。

「住宅借入金等の年末残高に関する事項」欄

が空欄の場合は、金融機関等から交付される

住宅ローン返済計画表等を基に年末残高を記

載してください。
原則、控除見込額が記載されるため、計算の参考にしてください。

なお、調書方式以外の住宅借入金等がある場合や繰上返済などにより、㋻、㋕又

は㋵欄に記載された年末残高と実際の住宅借入金等の年末残高が異なる場合に

は、実際の年末残高により計算する必要があります。

196,0

調書方式に対応する金融機関からの借入
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